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研究成果の概要（和文）：食環境の色としてトレイの色を効果的に用いることにより高齢者
の QOL を向上させるという新しい試みを検討した。在宅高齢者と施設高齢者では結果が
異なり、前者は夕食では茶色のトレイを好む傾向が、後者はパステル色のピンク・黄・緑
色といった明るい色を使用することで食事快適性を向上させることが明らかになった。一
方、視覚障害者の QOL 向上のための新しい提案をおこなうために、ロービジョン者を対
象に識別しやすいトーン（PCCS 使用）を調査し、食生活の工夫やアイディアを抽出した。
これらをリーフレットにまとめ、配布した。 
 
研究成果の概要（英文）：In order to improve QOL of elderly who live in their own homes 
and in nursing homes, the effective usage of serving tray－color was investigated . 
Especially in the case of the elderly who live in nursing home, the pastel colors 
showed to give them comfortable atmosphere at meal time, although the elderly who 
live in their own home showed tendency to love dark brown color at dinner. In the 
study for the persons with low vision, the color tones (PCCS) for them to be able 
to distinguish were investigated. In addition, the way to improve their dietary life 
was surveyed. The ideas obtained from these studies were summarized in the leaflet 
and informed them. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) 日本は世界一の長寿国 

日本は世界一の長寿国であるが、健康寿命
が短く、介護期間が長いという問題を抱え
ている。介護保険制度が 2000 年 4 月から

実施され、改善はされてきているものの、
日々のケアに追われている施設が多く、高
齢者が真に美味しく楽しい食生活を送り、
生きる楽しみや意欲を感じられるような食
空間の提供にまでは至っていないのが現状



である。 

 

(2) 糖尿病網膜症から視覚障害者へ 

 

生活習慣病増加が叫ばれている中、糖尿病
患者の増加は著しく、３大合併症のひとつで
ある糖尿病網膜症に罹患するものも増え続
け、糖尿病網膜症が原因で失明する者が年間
約 3000 名にものぼることが報告されている
（厚労省）。しかし、糖尿病予防のための取
り組みは多くおこなわれているが、網膜症で
ロービジョン下に置かれている方々を失明
しないように導く取り組みは非常に少ない。 

 

(3) 食空間への快適な色彩提案が少ない 

 

 色は我々の気持ちにダイレクトに働きか
け、気分を高揚させたり、癒したりすること
が報告されており、食欲にも影響するもので
あるが、商業ベースの提案はあるものの、日
常の食空間の中における色彩提案研究はほ
とんどみられない。 

 

２．研究の目的 

 

高齢者にとって、食生活は QOL を向上さ
せる主要因の一つであり、認知症改善効果も
あることが報告されている。また、ロービジ
ョン患者にとって、見やすさは食欲を喚起し、
食べる喜びを向上させ、事故を防ぐこともで
き、食生活改善意欲に大いに役立つと考えら
れる。そこで、人の感情にダイレクトに働き
かけ、食欲や癒し、安らぎ等の心理に影響し、
見やすさに大きく関与する色彩に焦点を当
て、高齢者や視覚障害者の生きる意欲や楽し
みを向上させることを目的に食における色
彩提案をおこなうこととした。 

 

３．研究の方法 

 

(1) 給食用トレイの色が在宅高齢者および
特別養護老人ホーム・養護老人ホーム入居者
の心理に及ぼす影響 
 
在宅高齢者については大学にて、施設入

所者については各高齢者施設に出向き、
FPT 製の給食用トレイの上に使用頻度の
高いメラミン食器を配置し、専用の蓋をし
て、料理の色の影響を受けない状況下で、
給食用トレイの色や材質から受けるイメー
ジ等を聞き取り調査した。給食用トレイは
先行研究で特徴的であったパステルピン
ク・パステルイエロー・パステルグリーン・
オレンジ・ブルー・ブラウンの 6 色を用い
た。(表１) 
調査内容は、11 形容詞対 3 段階 SD 法を

用いたトレイのイメージ調査、使用したい

時間帯や食欲等の食の QOL に及ぼす影響
等である。加えて、これらの結果を、先に
我々がおこなった大学生を対象にした調査
結果と比較した。 

 
(2)給食用トレイの色が養護老人ホーム入
居者の心理に及ぼす影響～介入調査を通
して  
 
京都府下にあるA養護老人ホームの入居者
50 名（男 16 名、女 34 名、82.8±7.4 歳）
を対象に調査を行った。調査は残菜調査及
び聞き取りによるアンケート調査（属性・
不定愁訴等の一般項目、食事に関する意識、
11形容詞対を用いた 3段階 SD法によるイ
メージ調査、食欲・嗜好性に関する調査）
で、期間は 2010 年 6～8 月、期間中 3 週間
ずつ 3 種類の調査を行った。1 種類目は現
在施設で使用されている黒塗トレイ（木製）
を、2 種類目は先行研究(1)で有用性が高か
ったパステルピンク色のトレイ（FPR 製）
をそれぞれ朝昼夕使用した。3 種類目は時
間帯による使い分けを検討するため、朝昼
はパステルピンク色、夜のみ先行研究(1)
で夕食に最も好まれたブラウンを用い調査

表１.  トレイの色の L*, a*, b* 値 
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測色計：コニカミノルタ CM-2600d  

 



を行った。尚、本研究は京都府立大学倫理
委員会の承認を得ておこなった。 
 
(3)ロービジョン者の食生活の問題点および
工夫点の実態調査 
 
 視覚障害者が識別できるコントラストの
程度を調べるため、PCCS 色表を用いて調査を
おこなった。まず、A4サイズの白背景の PCCS
色相環をトーンごとに 11種類用意し(A)、ど
のトーンが最も見やすいかを聞き取り調査
した。トーンの種類は、ビビッド、ブライト、
ディープ、ライト、ソフト、ダル、ダーク、
ペール、ライトグレイッシュ、グレイッシュ、
ダークグレイッシュの 11トーン、色相は PCCS
色 相 環 に 沿 っ て 2R(red), 4rO(reddish 
orange), 6yO(yellowish orange), 
8Y(yellow),10YG （ yellow green ） , 
12G(green),14BG(blue green), 
16gB(greenish blue),18B(blue), 
20V(violet), 22P(purple), 24RP(red 
purple)の計 12 色を用いた。 
被験者はロービジョン者を対象とし、属性、

病名、障害の状態、日常の食生活状況の他、
食器や食具、照明等の使用状況を尋ねた後、
上記色表を用いて見えやすさの調査をおこ
なった。さらに、食事中・調理時・外食時に
おける問題点や工夫点等を調査した。 
 調査は視覚障害者訓練施設に赴き、訓練生
に趣旨を説明後、同意が得られた者のみを対
象に聞き取り調査として実施した。尚、本研
究は近畿大学生命倫理委員会の承認を得て
おこなった。 
 
４．研究成果 
 
(1) 給食用トレイの色が在宅高齢者および
特別養護老人ホーム・養護老人ホーム入居者
の心理に及ぼす影響 
 

11形容詞対 3段階 SD法で調査した結果
をイメージプロフィールに示したところ
（図-1）、パステルカラーのトレイに対して
の評価が高く、在宅高齢者・施設高齢者・大
学生ともに「居心地が良い」、「楽しい」、「陽
気な」、「生き生きとした」と感じており、他
の色よりも有意に評価が高かった。次に、11
形容詞対を因子分析に供したところ、「快活
性」および「食事快適性」の 2因子が抽出さ
れたことから、これら 2因子を用いてトレイ
の色ごとの特徴を分析したところ、パステル
カラー（ピンク・イエロー・グリーン）は、
在宅高齢者・施設高齢者・大学生のいずれに
おいても「快活性」・「食事快適性」共に評価
が高いことが示された（図-2）。このことか
ら、パステルカラーのトレイは、集団給食の
場において有用性が高く、喫食者によりよい

食環境を提供することができる色であるこ
とが示唆された。 
食事時間帯別にふさわしいトレイの色を

調査したところ、在宅高齢者と大学生は、朝
食・昼食・夕食ではパステルカラーのトレイ
を、夕食ではブラウンのトレイを好む傾向が
認められた。ブラウンのトレイはどの年代か
らも「落ち着きのある」色として評価されて
おり、特徴的な色であることが示された。し
かし、高齢者施設入居者においては時間帯に
おいて使い分けたいといった特徴が見られ
なかった。 
一般的に、食卓には暖色が相応しいと言わ

れているが、必ずしも暖色だけがふさわしい
とは言えないことが明らかとなった。 
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図 1. 対象者別にみた6色のトレイのイメージプロフィール

A : 施設高齢者

B : 在宅高齢者

C : 大学生

 



(2)給食用トレイの色が養護老人ホーム入
居者の心理に及ぼす影響～介入調査を通
して  
 
 養護老人ホームの入居者を対象に、パス
テルピンクとブラウンのトレイについて、
11形容詞対 3段階 SD法を用いて比較して
もらったところ、「落ち着く」以外のすべて
の項目でパステルピンクが高く評価された。 
次に、嗜好性に関する調査では、パステ

ルピンクのトレイは、黒塗のトレイやブラ
ウンのトレイに比べて有意に好まれ、最も
食欲を喚起し、食事快適性の高い色である
ことが示された。 
このように、高齢者施設で給食用トレイ

を用いる場合、食事時間帯によって色を使
い分けるよりも、むしろ明るい色が食欲や
食事快適性を向上させることが示された。 
  
以上、高齢者を対象におこなった研究結果

は、英文著書「Color in Food」の中に
「Psychological Effects of Tablecloth 
Color and Tray Color on Diners」と題して
掲載された。  
 
(3)ロービジョン者の食生活における問題点
および工夫点の実態調査 
 

PCCS色相環を用い、11トーンの見えやす
さを調査したところ、自然光をまぶしいと感
じる人とまぶしくない人とでは、見えやすい
トーンに違いが認められた。 
次に、家庭での食事中・調理中における問

題点、外食での問題点に加え、苦労を克服し
た結果得られた工夫点を聞き取り調査によ
り抽出したところ、様々なアイデアが寄せら

れた。そこで、関係者が知識を共有できる媒
体が必要であると考え、本結果をまとめてリ
ーフレットを作成し、視覚障害者訓練施設に
通っておられる障害者およびその家族に配
布した。今後、引き続き意見を求め、改良す
る予定である。 
今回の聞き取り調査では、視覚障害者の見

え方を他者に理解してもらうことが難しく、
共に暮らしている家族にさえ十分に理解し
てもらっていないとの意見も見られた。一方、
飲食店では、大手の外食産業でさえも視覚障
害者に対する接客指導を受けている者はほ
とんどなく、接客方法を知らない店員が多い
ことも明らかになった。そこで、今回作成し
たリーフレットは、障害者として訓練を受け
ている人自身に加え、家族やボランティアの
方々、ひいては飲食店等に配布することによ
り、low vision者の快適な食生活の一助と
なることが期待できる。今後、様々な場所に
応じた改良を重ねていく予定である。 
さらに、健常な視覚を有する大学生 80 名

（21±2歳、男性 31名・女性 49 名）を対象
に、視覚障害者疑似体験レンズを装着しても
らい、上記同様の白背景の PCCS色表(A)を用
いて見えやすいトーン・色相を調査したとこ
ろ、トーンではビビッド、ブライトの順に、
色相では 8Y、20Vの順に見えやすいことが明
らかとなった。続いて、背景色 6色に 25色
（使用頻度の高い食材色 25 色を選出）のカ
ラーチャートを配りつけた自作のカラーチ
ャートを見せ、見えやすさを調査したところ、
彩度差よりも明度差をつけた方が見えやす
いことが示された。 
尚、本調査を実施した部屋の照度は 475±

275 lx 下であった。
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